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本事業の説明



⾼知県の地⽅が⽬指すべきツーリズムとは？
「暮らすように旅する＝LivingTourism」をコンセプトに、地元ならではの⽂
化や歴史、⾃然、⾷、暮らし等に共感し、感動する旅を提供することで⾃然な
流れで連泊に繋げます。

●⽴派な建物
●観光地に近い便利な⽴地
●豪華な客室

●温泉・ビーチ
●ショッピング
●有名な景勝地

●豪華なコース料理
●⼀流シェフのメニュー
●夜景の⾒えるレストラン

●⼀流のコンシェルジュ
●きめ細かなサービス
●感動させるサービス

●古⺠家ホテル
●地域の住環境
●古き良き空間

●地元ならではの景⾊
●地元住⺠との交流
●神楽などの地域⽂化

●地域⾷材
●伝統料理
●⾮⽇常の空間
（アウトドアレストランなど）

●地元ならではのおもてなし
●地元住⺠の気づかい
●共感させるサービス

⾼質化するため
にはクリエイテ
ィブが重要。

味だけでなく、
情報や演出で
差別化。

地元住⺠が
どう関わるか？
が重要。

安全・清潔
は重要。

なかなか勝
てない･･･

そろそろ⼀般
的な観光地に
は飽き飽き？

豪華さでは
負ける･･･

ホテルとは
異なるサー
ビスとは？

◎

△

◎

△

△

◎

○

◎

都市部の観光地 地⽅が⽬指す観光地
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⻑期滞在できる地域づくりに向けたポイント

●詰め込みすぎの旅程ではなく、「極上の余⽩がある旅」が必要。

●暮らすように旅する＝LivingTourismをコンセプトとした⻑期滞在。

●地域をまとめるキーマンや宿の存在が重要。

POINT① 「次はもっとゆっくり連泊で来たくなる」と思わせる極上の余⽩を提供することで1泊が2
泊、2泊が3泊へ・・・⻑期滞在に繋がっていく対象地域毎のストーリーづくりが重要。

POINT② LivingTourismの構成要素を地域で⾒つける。
①地元ならではの美しい景⾊ ②⼀⽇ゆっくりできる場所 ③地元住⺠とのふれあい
④地元⾷材の料理 ⑤快適で清潔な宿 ⑥仕事ができるワークスペースの確保

POINT③ 地域を牽引していくキーマンと、中⼼となる宿の存在が最も重要。受け⼊れ側の地元が連携
し、継続して活動していける仕組みづくりが必要。地域に広くお⾦が落ちていくマネタイズ
モデルを⽬指す。
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本事業の流れ

STEP2

候補エリアを選定

STEP3

現地踏査で地域資源を
掘り起こし、地域と共
に勉強会や視察を⾏っ
て計画を⽴案

STEP4

モニターツアーを実施
し、実際に実施するツ
アーに近い体験をして
改善点を抽出

中⼭間地
域で⻑期
滞在でき
る態勢づ
くり

宿泊施設
を中⼼と
した地域
の取り組
み⽀援

STEP2
地域連携グループを

募集

STEP3
専⾨家派遣による⽀援
でテーマ設定や計画策

定を⽀援

STEP4
中⼼となる宿のプラン
作成や連携⽀援も実施

次年度候補エリアへ

A：中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり（市町村・観光協会）
・取り組むべき事業が明確な⽅（分散型ホテルなど）

B：宿泊施設を中⼼とした地域の取り組み⽀援（県内の宿泊事業者）
・中⼼となる宿泊施設は決まっているが、取り組むべき内容がまだ漠然と
している⽅
・宿泊施設が中⼼となって地域と連携したプランをこれから造成する⽅

A

B



A：中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり
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分散型ホテルとは
当事業では「中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり」のために分散型ホテル事業を推進し
ていきます。

中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり

イメージ
（⾼知市内にある「とまり⽊」を事例に）

分散型ホテルとは、エリ
ア全体を⼀つの宿と⾒⽴
てて、宿泊施設と地域の
⽇常をつなぎ、エリア全
体で宿泊客をもてなすこ
とで、地域の価値を向上
させていく取り組み。

A:まち型 B:集落型

※詳しくは後ほどの事例紹介でご紹介させていただきます。

・人口の集積して

る役場などのある
エリアで展開。
・店舗やまち歩き
を中心とした体験
で構成される。

・部分的に人が集ま
る集落などで展開。
・自然体験等中心

に構成され、景観を
活かした事例も多
い。
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周遊促進や滞在時間延⻑のイメージ | 具体例

事例Ⅰ：旧池川町で宿泊事業者が中⼼となって実施している『KILTA IKEGAWA』

KILTA IKEGAWA

⽂化・伝統
⾃然を
活かした
アクティビ
ティ

古⺠家を
活かした
ホテル

地域ならで
はの⾷

特別な場所
（景⾊）
の提供

古⺠家ホテル
⼭のめぐみ舎

CLUB
KILTA

CAFÉ&BEEFかる

池川こんにゃく

地元⾷材の朝⾷
夜神楽
（練習会）

貸切堰のテントサウナ

町内10カ所の
SPECIAL PLACE

中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり
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事例Ⅱ：旧⼗和村で地元マルチワーカーが⾏う極上の林業体験ツアー『森ノヒカリ』

森ノヒカリ

⽂化・伝統
⾃然を
活かした
アクティビ
ティ

古⺠家を
活かした
ホテル

地域
ならではの
⾷

特別な場所
（景⾊）
の提供

古⺠家ゲストハウス
こいのぼりハウス

四万⼗川で
ラフティング＆SUP体験

伐倒体験

ガストロノミー・
ダイニングアウト

キャンプ場で⾒る
マジックアワー

四万⼗川の畔で昼寝

林業家中平さんが
⾃分でリノベした
⾃宅⾒学

周遊促進や滞在時間延⻑のイメージ | 具体例
中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり
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事業の流れ

★
★

★
★ ★

専⾨家による選定エリア
の物件、地域資源、プレ
ーヤー等の調査・発掘

先進事例視察＆勉
強会（アイデアワ
ーク）の実施

プレ事業の
実施

事業計画案の策定＆
磨き上げ

取り組みイメージの「⾒える化」 計画策定とモニターツアー
によるプレの実施

●

＋

モニターツアーの実施

フィードバック

中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり

STEP1 STEP2 STEP3

今期は
3エリア
を選定



18

特産物や
名物

中⼼となり
得る宿泊
施設

地域特有の
伝統⽂化や
歴史、⾃然

地域連携グ
ループとな
り得るコミ
ュニティや
キーマン
候補

美しい景⾊
の⾒える
場所

宿に
活⽤可能な
遊休物件

⼀⽇
ゆっくり
できる場所

交通インフ
ラの有無

旅⾏業務取
扱管理者の
有無

対象エリア

対象エリアの
⻑期滞在プラン

（案）

①戦略と戦術
②コンセプト
③ターゲット（ペルソナ）
④対象エリア
⑤施設・設備
⑥サービス
・コンテンツ内容

⑦運営体制

取り組むべき内容を明確化

物件、地域資源、プレーヤー等の調査・発掘の詳細
中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり



B：宿泊施設を中⼼とした地域の取組⽀援



⽀援体制と流れ

地域コンサルタント

専⾨家
（県外）

県内と県外の専⾨家を選定
することで、実情に則した
⽀援が可能です。

専⾨家
（県内）

事業内容

現状・課題整理

Step1
エントリーシートで
宿泊施設様の現状を把握

Step２
地域コンサルタントが調
査・ヒアリングを実施

Step 3
事前に専⾨家に候補地域
の相談を⾏ったうえで、
対象地域を選定

Pattern A  ※2エリアを想定
取り組むべきテーマが明確なエリア

⽀援⽅法（計5回を想定）

Pattern B  ※2エリアを想定
取り組むべきテーマが明確でない

アイデアの実現に向けて専⾨家
等を派遣します。

地域コンサルタントがサポートし
ながら、必要に応じて専⾨家を派
遣します。
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宿泊施設を中⼼とした地域の取組⽀援



事業の流れ
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6⽉
募集開始

（地域連携グループ）

7⽉
ヒアリング・視察

個別⽀援業務
（4グループ、最⼤5回）

アドバイザーの⽀援内容

1.想定課題の抽出
2.テーマの明確化
3.魅⼒向上へのアドバイス

伴⾛⽀援内容

1.各施策に対するアドバイス
2.アクションプラン作成
3.実現のための専⾨家派遣

現時点で取り組むべきことが明確でも明確でなくても
無料でご参加していただくことが可能です。

6⽉-7⽉ 8⽉-2⽉

宿泊施設を中⼼とした地域の取組⽀援



テーマ例：町の特徴である砂浜をリブランディングすることでの⻑期滞在促進

1. エリアの強みを再抽出
・⾼知に拠点のある強みを活かし、
実際に訪問。ヒアリングを中⼼に
⾃分たちの考える強みと訪れる観
光客が求めているもの分析。
施設周辺のフィールドワークを⾏
い、新規プラン創出を検討。

2. コンセプトメイク
・上記を踏まえた上で、ホスト側とゲスト側の軸と
なり得るコンセプトワードを抽出。ディスカッ
ションの上で、防災、健康、砂浜などの重要キー
ワードを基に、コンセプトを決定したうえで、事
業計画を策定。

3. プレイベント実施
・観光客に宿泊施設へ⻑期滞在しても
らうには、何が適しているかを実際
に検証するために専⾨家のアドバイ
スのもとプレイベントを企画。砂浜
を活⽤したコンテンツや宿泊施設と
タイアップした⾷事メニューなどを
考案。

外部・内部分析/地域コンサルタント

体験デザイン /専⾨家

現地訪問をベースに、オン
ラインを効率的に交えなが
ら事業者とMTGを実施

机上調査のみならず、
事業者の⽅と施設周辺をく
まなく歩き、⽅策を検討

顧客の反応を⾒るために、
コンセプトを体現したモニ
ターイベントを開催 22

宿泊施設だけでなく、エリ
アとして⼀体感を出すため
のグッズ等を試作

専⾨家派遣等による⽀援 | 具体例
宿泊施設を中⼼とした地域の取組⽀援



事業の全体のスケジュール
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中⼭間地域で⻑期滞在できる態勢づくり（市町村・観光協会）

実践⽀援業務（県内宿泊事業者）

お申し込み
〆切：6/28

対象エリアご連絡
7/15〜

事業期間
（勉強会・プレ・

事業計画）
8⽉〜12⽉

お申し込み
〆切：6/28

A

B

対象事業者ご連絡
7/15〜

個別⽀援
（専⾨家派遣等）

7⽉〜2⽉

STEP3
成果報告会（3⽉初旬を予定）

※グループ内に宿泊施設が
1施設以上必要となります

事業期間
（モニターツアー）

12⽉〜2⽉



▼事業意向調査・アンケートはこちら▼

意向調査で「エントリーしたい」、「興味がある」とご回答していただい
た⽅には、後⽇事務局より連絡させていただきます。


